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論 文 内 容 の 要 旨
能登半島北東部 (輪島 ･穴水以東) の地質を総括記載し, 地質時代 ･構造 ･地史を述べたものである｡
この地区は緑色凝灰岩地域の西端に位置し, その部位を代表する能登層群 (中新統) が広 く地表を占め,
また広大な段丘堆積物の分布があるO' 能登層群は, 下から安山岩質の穴水累層, 玄武岩をはさむ石英安山
岩質の柳田累層, - の堆積輪廻を示めす海成の珠洲累層に 3 分できる｡ ただし､ 穴水層にも石英安山岩と
玄武岩が多少ははさまれており, 柳田層中にも安山岩がわずかに存在し, また珠洲層にも石英粗面岩と,
その凝灰岩が認められる｡
柳 田層から, かつて Bunolophodon annectens を出したし, 狼煙で同じ層から Liquidam bar-Com ptoni-
phyllum Flora を産する｡ それゆえ, 時代は中新世中期である｡ 珠洲層下部に当たる宋印内互層には中新
世中期を示めす Fauna が含まれている｡ 同累層の中上部泥岩には Sagarites の epibole があるので中新
世後期と判断できる｡
能登層群には東西, また北東南西方向の襟曲 ･断層が認められる｡ また南北または北北西南南東のゆる
い槽曲も実在する｡ 穴水層は曽山付近を中心として, その周囲に構成し, 柳田層は部分的には陸化した穴
水層地面の凹所に, 時間的にはひきつづいて積成した｡ 北部の珠洲層は地向斜のモデルのようになってお
り, 南の方では薄く水平になっている｡ 南北 ･東西両方向の構造は, すでに柳 田層の時期に出現した｡ し
たがって, 各累層は, ところにより不整合になっている｡ 能登層群を構成する岩石物質は, この地方で噴
出したのが大部を占めており, 局部的にそれが再働した堆積物も多いが, 普通の陸源砕層は, 後背地が遠
いので量が少なくなっている｡ 北部では, 珠洲層の内部に, 平行する主向斜が 2本あり, 軸は北に傾倒し,
南側には, それぞれ北- のりあがる逆断層を伴なう｡
段丘堆積物は高度 15m から360m まで13段の区分が地形上から認められるが, 岩質上の特性に乏しい｡
最下位の段は, 15m から60m まで高 くなったところがあり, 浸蝕進行度から更新続と推定できるばかり
でなく, 温帯の Fauna と Flora を産するので, おそらく更新後期に相当するかと思われる｡
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論 文 審 査 の 結 集 の 要 旨
主論文は,日本列島日本海側海成中新銃の典型的に露出する能登半島の地質を精査した結果を,地質図に
表現し, これを読んで層序学, 地史学上の, この要素についての基準となる記載をしたものである｡ また
この地方の地質を図上に再現するのに成功したが, 各種の火成岩があり, 局部的な特殊の地層発達があっ
て, きわめて難解であったのを, 有力なイヒ石の発見と, 海緑石層, 凝灰岩層などの指示層を利用して, 細
部に及ぶ観察を総括し, みごとに全体の構造を明白にし, 地質時代の判定を正しく導き出した｡ 地史学上
に重要な貢献をなし, 今後は天然資源開発にも利用できよう｡
参考論文の 1 は東北大学の増田氏と共著であるが, 石田志朗は主に層序 ･構造 ･岩種判定をなし, パネ
ル式の断面図を提示した｡
その 2 は京都府奥山田の新生代層を京都大学の同僚と共同調査した結果を報告したものである｡ 石田志
朗はおもに層序と構造の探査を受けもった｡
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